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日本学術会議第14期会員の会員及び補欠の会員として

推薦すべき者の決定について

IIBfil63年 7JJ 14円付で， fl .!l、学術会議会員Hf~W(ì'i'}1H

会委員長久保山五氏より FI，1-:桜新学会(笠録学術研究

I~Jj 体代表.('í') 宛 IC ，第 4 }.総生物科学 ・植物科学の会員

として般的すべき者として，竹内{郁夫 (京郎大学理学

郎)，トm欠の会員 として推践すべき者として俗的男
(京都大学山学部)Iζ決定した汁の通知がありまし

fこ。

日本藻類学会主催第 3回ワークシ ョップ・海藻採集会

参加記

学会終了直後iζ学部専用のノミスで一路志J京半仏にあ

る三重大学生物資iii;、学部付属の水産実験所 ICTI'T行し

た。途中 I1日|の休憩をはさんで隙路約211年間で英成湾

lζ而する有l具のIIIJ内lζ到1"i:。ついで今同のワークショ

yプのおliI:話をしてくださ ったliij川さんが， 10数'Y，釆

りのボートを操縦して，すでにr~ つ II;S 問の湾内をJ't珠

写真 1. 実験所前の舟者切にて)all発lIIiの総勢17名

写真 2. 矢取J~}での探~~風iit
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録事ーー

養殖のいかだをすりぬけながら，我々を実験所のある

Jif賀川(ζi!.liんでくれました。その夜はliI:話人である引

同教綬の三重県沿j;'のiilな泌植生についての秘義のあ

と， 総勢17名の参加l朽による大変にア ットホームな詳

1111気の第 11"1自の懇親会がI)IJかれた。

翌rJ，英j英湾をはさんで対r;olCある浜};占111]矢取烏lζ

今度は大きなJ~ で 11'1 かけた。 好運にも附れで， 採集lζ

もってζいの円羽lであ った。乙乙は小規棋ながら大変

lζ係県しやすい磯で，裟治りで採集する人， ヒジキを

凡て感動する人，さまざまな探来風景が比られた。そ

の円の収穫物を話題にして磯で食べた弁当はなんとも

美味であ った。食後， :fii盟名を募ってTHR. liij川両氏
の研先フィーJレドである大飛佐多 (オ ビシャタ)へ舟

でlnJい， 今1"1の採集会の呼び物であるスキューパ潜水

による。アラメ・カ ジメ11f洛見学会。を行なった。水

而はま ったく技が立たずWi7Jくには最高のコンディシ ョ

ンであ った。乙乙で、は/1<i米 5-8m付近lζアラメf.fi;j

が発注しており，伊豆半};，jで見られる水深 1-3mIζ 

アラメ，それ以深ではカジメ という住み分けとはすっ

かり迫った総子であ った。4L;所による植/十の差を肌身

で!ぷじとれたのは行ぷJ主であった。指:集品を実験室IC

f年九1jり:rUflを111Mべていると思ったよりも多くの府類が

採炭されていた。さすがに向伎の研究者がζれだけ民

まると思し、もかけないような種類が取れる物だと感心

した。 その円のtï::~~波れもなんのその ， 夜のi毎のさドーに

よる第 21111の懇親会はま乙とに盛大なものであ った。

翌円は籾から大雨。もし IrJずれていたら実lζ成果

の上がらない採集会であ ったろう と思われるが，主催

者である古田教授やがj川さんのほっとした鋲が印象的

であ った。午前中採集品の整理をし，昼食後lζ否問教

授のヒトエクサ主主勉lζ関するスライドを」よせていただ

いて昼過ぎに解i放した。

乙の実験日rrの宿泊材L フミ験棟共[ζ大変IC立派なもの
で，とても快適ICj品ζせた。機会があれば何同でも利

用したい施設である

hi~類学会主{IJ!のワークシ ョップも今!日lで三同自であ

り，いよいよiiぶした感がある。是非とも来年以降も

いろいろな企l!lliでワークショップがIJIHtllされる 乙とを

NI待している。今回大変に口重な経験をさせていただ

いた関係1'i'-同IC術l礼rl1し上げる。

参考まて1ζ今回~!.Iとされた 積類をあげておく 。 [三

重県芯J'fl:1l i~}; ，'jI IlT，欠取};Ijおよひ大飛佐多 fオビシャ



266 

タ)で採集された海藻(昭和63年4月l日)](分類順

不同〕

緑藻類(18荷:類):ヒトエグサ， アナアオサ， ボタン

アオサ，ウスノイアオノリ，ヒラアオノ 1).ホソジュズ

モ，アミモヨウ， タマコーパロニア， イトミル，ハイミ

ノレ， タマミノレ， ネザシミル， クロミノレ， チャシオグ

サ，オオシオグサ，フサイワヅタ，キッコウグサ，ぺ

ドベシア

褐潔類 (37種類):アミジグサ， フクリンアミジ，サ

ナダ、グサ，フタエオオギ，ハイオオギ，ウミウチワ，

シワヤハズ，ヤハズグサ，シワノカワ，マタサキクロ

ガシラ，イロロ，イシゲ，ハパノリ，イワヒゲ，クロ

モ，モズク，ネパリモ，カゴメノ 1)，カヤモノリ，ム

チモ，ヒラムチモ，イチメガサ，ケヤリ，ツルモ，ワ

ジモク， トゲモク，アカモク， ノコギリモク

紅藻類(49種): ，，)レパアマノリ，カモガシラノリ，

ニセフサノリ，フサノリ，ヒラガラガラ，ホソノfナミ

ノハナ，マクサ，オニクサ，ピリヒパ，カニノテ，ウ

スカワカニノテ， ヒメカニノテ， ヒオウギ，ヒメモ

サヅキ，サキピロモサヅキ， フサカニノテ，へリト

リカニノテ，クサノカキ，ウミサビ，ヒライボ，エツ

キイワノカワ，ヒビロウド，キントキ，ムカデノリ，

マノレパグサ，ツルツ jレ， カノイノリ，ナミイワタケ，ハ

ナフノリ，フクロフノリ，ヤレウスパノリ，カギウス

パノリ，マサゴシ，カイノリ，コメノリ，ヒトツマ

ツ，マフノリ， ミゾオゴノリ， トサカマツ，ネザシノ

トサカモドキ，クロヒメゴケ，フトイギス，イトシノ

ブ，ホウノオ，ハネソソ:コブソゾ，イソハギ，ジャ

カメ，カジメ，アラメ，ジョロモク，ヒジキ，オオパ ノfラノリ

モク，マメダワラ，ウミトラノオ，イソモク，ヒラネ

一会員移動ー

新 入 .6. 

"" 

(国立科学博物館・田中次郎)
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住所変更

。
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選 .6. 

"" 
岩測穣，垣内政宏(北海道)，岡田行親，小島力(東京都)，高橋洋子(福井県)，村田 源(京都府)，

生田美和子(大阪府)，本多敏行(広島県)，稲垣彰(福岡県)

日本藻類学会事務局の「電話番号』の変更のお知らせ

〒606 京都市左京区北白川追分町

京都大学股学部熱帯農学専攻内日本藻類学会

Tel 075-753-6355 



賛助会員
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ー-""'-・..JV'、ー~ー・ 田園園.JV、--、p、ーーー

北海道栽培漁業振興公社 060札幌市中央区北4条西6丁目 毎日札幌会館内

阿寒観光汽船株式会社 085-04北海道阿寒郡阿寒町字阿寒湖畔

有限会社 シロク商会 260千葉市春日1-12-9-103

海藻資源開発株式会社 160東京都新宿区新宿1-29-8 財団法人公衆衛生ピル内

協和醗酵工業株式会社研究開発本部商品開発部センター

100東京都千代田区大手町1-6-1 大手町ピル

全国海苔員類漁業協同組合連合会 108東京都港区高輪2-16-5

K.K. 白書保健科学研究所・原 昭邦 173東京都板橋区大山東町32-17

有限会社 浜野顕微鏡 113東京都文京区本郷5-25-18

株式会社ヤクルト本社研究所 189東京都国立市谷保1769

山本海苔研究所 143東京都大田区大森東5-2-12

弘学出版株式会社森田悦郎 214川崎市多摩区南生田6-16-12

岡崎真珠株式会社田崎海洋生物研究所 779-23徳島県海部郡日和佐町外ノ牟井

神協産業株式会社 742-15山口県熊毛郡田布施町波野962-1

理研食品株式会社 985宮城県多賀城市宮内2丁目 5番60号

---'、，‘ '--内J、.




